
横浜市力通賀原地域ケアプラザで :よ、各地区社会福祉協議会や自治会囲J内会の行事、老人会、民生委員児童委

員協議会Φサロン、子育て支援の場等の身近な場所で地域の皆さまと直接寡会しヽし、お話を1司うことを大切に

犠でしヽます。その中で伺ったわ話から、今年度 |よ各地区勢公園での体操や健康浪]定会、こ11ンディングノート講座

の開催に発展じました。議た、1醸立支援協議会 |こよ櫛民生委員児菫委員協議会定″」会での講座開催』、F多世

代交流サ躍ンでの障害者支援機関の紹介.1のような、ネットワークづくりや交流の機会をつくりました.

今後も障害場ある方の持つて毎`各力を地域 |こ向けて発揮できめ場を広げ、障害のあるな叡こ問わらず、誰もが

暮らしやすしヽ地域を轟ま旨して様々なi舌動を支援してしヽき議す。
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長期間の議粛金
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|こよう、筋力低下などのフレイル

状態やうつ状態・孤立を予防するため、各地区の食園

でオリジナル体操を実施しました。

jll和地区、佐江戸加賀原地区、池辺地区のそれぞれ

の公園を借り、白

'台

会顔]内会、老大会、民生委員児童

委員協議会勢普さま:こ協力してしヽただき周知しました。

池週地区にある者多筑区子育て支援センターボポラ

サテライト (ち らぽ― cIE横 浜的)と磯ラボしたことで、

子ども達れ母親子の参加 :こもつながり、多世代交流も

できました。

七人会会長より、「菫圏ナ禍で老人会のサ回ン活動

が止まってしヽる。地域住民同±0つながつが途絶えな
しヽようにしたしヽ」としヽう本騒 を受けたことをきっかけ|こ

健康漫1定会を実施しました。

企画段階から老大会会長や役員の皆さまと「感染対

策や密にならなしヽよう|こ開催する方法」を一緒に考え

たことで、今後の老人会の,舌動 :こもつながりました。

また、ケアプラザの協力医を|まじめ、民生委員、保健

'議

動推進員仰彗さまの協力により、地域の方同士仰交

流の機会となりました 4)
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上薮根寿金 (老入金)での健康潰』定会

下藪穣盆置での体攘の様子
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「絵を描くのが苦手な子どもでも、皆で楽しく描しヽて

みよう」というコンセプトで企画し、川和地区の川和

小学校コミュニティ八ウスや池辺地区の都圏小学校

コミュニティ八ウスと一緒に、夏体みの小学生向 |ナ

ワークショップを開催しました。

講師は障害者生,舌介護施設『カプカプ川和』|こ通う

方で、絵を描く子どもたちに声掛 |ナをしながら優しく

見守つてしヽました。布に描しヽた絵 |よ、ポランティアの方

がミシンで縫しヽマスコットにしました。

コミュニティ八ウスと一緒 |こ活動することで、普段

ケアプラザとの接点を持ちにくしヽ子育て世代の方が

地域ケアプラザを知る良しヽ機会となりました。
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ミシンで縫うマスコット
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『講師:こよ奪ワープショップの様子
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スマ本講座開催のきつかけは、地域の方の「スマート

フォン (スマホ)|よ、難しくて使うことができなしヽ」とり

声からでした。ケアプラザから佐江戸加賀原地区 |こあ

る京セラ株式会社 |こ講師の依頼を働きか |ナたところ、

地域貢献として積極的に協力しヽただ|ナること|こなり、

基本的な操作から学べるFスマ本講座」がスタートしま

した。

講座 |よ毎画大人気で、コロナ橋でありながらも今年

で3年目となり、地域仰高齢の方々にスマ本の利用が

どんどん広がつてきてしヽます。また、新たな活動とし

て、地域の皆さまによる自主的なスマ本サークルの立

ち上げもあり、さまざまな支援を行ってしヽます。スマ本

でつながることを通して、地域の営さま同士のコミュ

ニティができつつあります。

饉謳藤藝凸颯

スでホを使しhながら翁学ぶ講藩的様子

【住所】都筑区力漫賀漂1-20-98

:電 言議】043-344-4040(代表) ]「 AX〕 ①43-944-4342
〔本―ムベージ】httpsi′ //、 n♂ww`織 akagawa… t⑬kttshokal,c⑬鶴/

爾nain/Φ育
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